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１.はじめに 

 島が浮いて見える現象、浮島現象を不知火海で観測し

ている。この現象がよりよく見える条件を解明すること

を目的にこの研究を行った。 

 浮島現象とは海岸から遠くの島や建物を眺めた時、そ

れらの上の空が下方に反転しているという現象である。 

２.観測の方法 

① 熊本県宇城市不知火町にある永尾神社（図１）で浮

島現象を観測し、境内（11ｍ）観望所（6ｍ）、海岸

（0ｍ）の 3 地点で写真を撮る。 

② 気温と海水温のデータをとる。また足りないデータ

は気象庁から収集する。 

③ 撮影した写真やデータを解析し、浮き具合の程度を

海水面からの高さで 0～3 のレベルで分ける。 

 

 

 

 

 

 

図１ 観測場所の位置 

３.結果 

（１）観測日（計 14 日間） 

 2019 年 11月･･･09 日,10 日,12 日,13 日,15 日,16 日 

 2019 年 12 月･･･08 日,09 日,23 日,24 日 

 2020 年 2 月･･･01 日,2 日,5 日,6 日,9 日,19 日 

（２）浮き具合（図２） 

２月６日が一番浮いて見え、12 月 24 日が一番浮いて

見えなかった。 

図２ 一番よく浮いて見えた様子（2 月 6 日） 

４.考察 

（１）浮き具合について 

① 観測点と観測対象までの距離（図３） 

近い順からＡ地点とＣ地点では浮島現象は確認できず、

Ｂ地点の観測物は浮いて観測できたことから、観測に適

した距離があると考えられる。 

図３ 観測対象と観測対象までの距離 

② 観測地点の高さ 

観測地点の海抜が低いほど、よく浮いて見える事が分

かった。（図４） 

図４ 観測物と観測物までの距離（11 月 15 日） 

 （左：境内 11ｍ、中：展望所 6.5ｍ、右：海岸 0ｍ） 

③ 海水温と気温の温度差 

浮いていない日の気温と表面海水温の温度差のほうが

浮いて見える日の温度差より大きくなっていた。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 気温と表面海水温との温度差の比較 

気温と海水温の温度差が大きいほどより明瞭な浮島現

象が起こるといえる。暖かい海水に対して気温が下がっ

た日によく浮いて見えると考えられる。 

６日に温度差が大きくなったのは、前日から晴天が続

き夜間に放射冷却が強くはたらき気温が著しく低下した

ためだと考えられる。 

（２）空気中の霞みについて 

浮島現象の発生条件がそろい浮いて見えたとしても、

下の写真のように霞むことがあった。（図６） 

図６ 霞んでいる時の様子（12 月 24 日） 

12 月 24 日の気象庁のデータを見ると、その日黄砂や

pm2.5 の影響はあまりないことが分かった。また、水蒸

気画像から、空気中の水蒸気が多かったことが分かった。

よって、この日の霞の主な原因は霧であると考えた。 

５.まとめ・今後の課題 

＜より浮いて明瞭な浮島現象を見る最適条件＞ 

①観測対象がある程度の距離（約 10 ㎞）にある。 

②観測点の海抜が低い。 

③海水温と気温の温度差が大きいこと。 

④水蒸気や pm2.5、黄砂などの影響がないこと。 

＜今後の課題＞ 

 一日を通しての浮島現象の見え方を見る。 

 一番良い具体的な距離を見つける。 

 別の場所の浮島現象を見る。 
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